
氏名・名称 功績事項 活動概要

山岳遭難防止　「大久
保基金の会」

(山梨県）

◎遭難救助活動
○公園利用者指導による事故防止等の活動
○自然情報や利用情報の発信等、広報・PR活動

当会発足以来、その目的である山岳遭難事故防止と迅速安
全な救助、捜索活動を行っている。そのために冬山に向けて
は、夜叉神峠登山口で年末年始に、また夏山開きにあわせ
て、広河原で南アルプス警察署と共に登山者指導を行って
いる。

昭和大学　北岳診療部

（山梨県）

◎遭難救助活動
○自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護
○公園利用者指導による事故防止等の活動
○自然情報や利用情報の発信等、広報・PR活動

　昭和大学医学部北岳診療所は夏山シーズと秋の連休時に
南アルプス市営北岳山荘において30有余年にわたり診療活
動を続け、多くの人命を救助すると同時に長年の経験に基
づき来診者の登山や健康相談を受け、山岳遭難を未然に防
いできた。

長坂　征夫

（山梨県）
◎遭難救助活動

昭和38年ごろから甲斐駒ヶ岳を中心に活動する武川山岳会
に入会するとともに、山梨県山岳遭難救助対策協議会長坂
支部の支部員となり、５０年以上にわたり山岳遭難救助活動
に数多く出動し、救助活動に従事している。

伊那谷自然友の会

（長野県）

◎自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護

伊那谷自然友の会設立時から継続している、会報の発行や
講座の開催、見学会の開催による学習普及活動の実施。南
アルプスでの高山植物の保護などを目的とした普及活動や
地形地質の学習を通した自然保護および防災教育などを
行ってきた。

竹澤　信幸

（長野県）

◎公園利用者指導による事故防止等の活動
○利用施設における、利用者の安全や快適性の
向上
○自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護

山小屋経営の携わる傍ら、平成4年4月より22年間、自然公
園（南アルプス国立公園）の指導員として利用者（登山者）へ
のマナー、装備、天候、事故防止など幅広い分野に渡り利用
者指導、情報提供を行なってきた。

富士見町アツモリソウ
再生会議

（長野県）

◎自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護
○自然景観や動植物の調査研究

富士見町アツモリソウ再生会議は、国が特定国内希少野生
動植物に指定するアツモリソウおよびホテイアツモリを保護
を目的に自生地確認調査を実施しており、絶滅したと言われ
るホテイアツモリを今日までに35株を確認し、保護している。
　また、平成19年度には「富士見町のアツモリソウ保護条
例」を制定し、以来、獣害対策、土砂崩落防止対策、自生地
環境調査、盗掘防止監視活動、無菌培養増殖技術研究原
種の遺伝資源保存、講演会の開催、小・中・高における環境
教育活動など、総合的に保護施策を展開し、かつてのように
アツモリソウおよびホテイアツモリの咲き誇る里山再生に取
り組んでいる。

入笠ボランティア協会

（長野県）

◎自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護
○自然情報や利用情報の発信等、広報・PR活動

年間を通して、協会設立以来、帰化植物の除去、灌木等の
片づけ、ゴミ拾い、立ち入り防止柵のロープ張り、登山道清
掃、入笠全体の見回りを実施することで、自然景観や動植物
の保護に携わっている。
　また、ボランティア協会と富士見町と合同で、入笠ボラン
ティア活動を7月に実施。（入笠地区の外来帰化植物の除去
を地元企業・地元高校生・一般参加者等・・約100～150名が
参加し作業を実施）

南アルプス国立公園関係功労者特別表彰　被表彰者名簿



氏名・名称 功績事項 活動概要

平瀬　長安

（長野県）

◎利用施設における、利用者の安全や快適性の
向上
○美化清掃等による美しい景観の維持増進

南アルプス三伏峠小屋の営業により登山者への快適な場所
の確保に努める。また三伏峠小屋の営業の際には高山植物
等保護巡視員として活躍する。三伏峠小屋以外の活動とし
て、大鹿村観光協会長の職も行い、南アルプス国立公園内
に多くの人を呼ぶ。

大鹿山岳遭難救助隊

（長野県）

◎公園利用者指導による事故防止等の活動
○公園利用者指導による事故防止等の活動

現在の登山ブームにより登山者が多数訪れている。しかしそ
の中で悲しい遭難事故も後を絶たちません。
このため、登山者の遭難に対する迅速、適確な救助活動を
行う等登山者の安全を図る。
また、登山者の事故防止を啓発をする。

南アルプス高山植物保
護ボランティアネット
ワーク

（静岡県）

◎自然保護思想の普及及び自然公園・動植物の
保護

南アルプス各地でシカ食害対策（防鹿柵や土砂流出対策）
等を実施し、敷設した防鹿柵の総延長は2kmを超える。柵内
では、かつての花々が着実に回復しており、活動参加者も年
間500名を超えるまでに成長。これは、２千m以上の高山帯
における全国最大級の規模である。

増澤　武弘

（静岡県）

◎自然景観や動植物の調査研究
○自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護

南アルプスユネスコエコパーク登録を推進するための専門
的助言や制度の普及を図るための講演を各地で行うととも
に、ユネスコエコパーク登録検討委員会委員長として、ユネ
スコエコパークの国内推薦に尽力された。また、ジオパーク
登録検討委員会委員長として、南アルプスの保全と活用を
図るための活動にも尽力されている。

井川山岳会

（静岡県）

◎利用施設における、利用者の安全や快適性の
向上
○自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護
○公園利用者指導による事故防止等の活動
美化清掃等による美しい景観の維持増進

多年にわたり、静岡県側から入山する登山者の安全を見守
る活動を続けている。また、井川観光協会と協力し、快適で
安全な登山小屋経営に尽力している。

特種東海製紙（株）

（静岡県）

◎利用施設における、利用者の安全や快適性の
向上
○自然保護思想の普及啓発及び自然公園・動植
物の保護
○自然情報や利用情報の発信等、広報・PR活動
○美化清掃等による美しい景観の維持増進
○公園利用者指導による事故防止等の活動

井川社有林は静岡県最北端、大井川最上流部に位置し、民
間所有では国内最大級となる約24,430haを有する。南アル
プス登山観光の拠点となる山小屋の経営及び管理を担い、
社有林の維持保全に対する弛まぬ取り組みによって安全で
快適な登山観光が成り立っている。

※（　）内は主な活動地域


